
平成１９年３月２９日
生 活 安 全 企 画 課

平成 年度「地域安全安心ステーション」モデル事業実施地区の選定結果等に19
ついて

１ 概要
活動拠点を中心とした自主防犯活動を支援する「地域安全安心ステーション」モ
デル事業について、この度、新たな実施地区を公募し、100地区を選定した。
これにより、平成17年度から実施している地区（331地区）と併せて、平成19年
度は計431地区においてモデル事業を実施することとなる。
平成19年度に新たに選定した地区は、特に、子どもの安全を確保する活動を行っ
ている地区から選定し、子どもを犯罪から守るための取組みの促進を図ることとし
ている （別添１参照）。

２ 都道府県別新規選定地区数及び実施地区数

（ ）内の実施地区数については、平成17年度から継続して実施する地区と平成19年
度新たに選定し実施する地区の合計数である。

３ 実施地区における団体への支援
（１）物品の貸与
照度計、防犯ブザー、腕章、帽子、防寒着、防護衣、トランシーバー、停止旗
等の貸与

（２）その他の支援例
地域安全情報の提供、防犯講習・防犯訓練等の実施、警察官との合同パトロー
ルの実施等
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４ モデル事業に関するアンケート調査の実施結果について（別添２参照）
（１）調査対象・回収数
①実施331地区の防犯ボランティア団体構成員（5,448票）
②実施地区に居住する住民（6,405票）

（２）主な調査結果
①団体活動員に対する調査結果（いずれも複数回答）
・防犯ボランティア活動全般について効果があったと思われる点
地域の連帯が深まった 、少年の健全育成に貢献 、63.3％ 54.6％

47.2％犯罪を減少させている
・子どもの安全確保の活動を通じての効果

76.2％ 64.4％子どもから声を掛けられるようになった 、活動の輪が広がった
48.2％保護者の子ども見まもり活動などが活発になった

・無償貸与品の役立ち度
80.4％ 68.0％ 66.8％ 61.5％帽子 、腕章 、防寒着 、Ｔシャツ

・モデル事業指定による効果
66.5％ 58.3％統一の服装で活動できるようになった 、近隣の人たちに活動が理解された

48.3％活動意欲が高まった
②モデル事業実施地区に居住する住民に対する調査結果
・防犯ボランティア活動参加意欲

48.6％ 1.6％機会があれば参加したい 、是非とも参加したい
・防犯ボランティア活動に対する印象（複数回答）

66.7％ 59.5％まちの治安確保に貢献している 、地道な活動



【別添１】

○　平成１９年度「地域安全安心ステーション」モデル事業　都道府県別実施地区一覧（１００地区）

1 岩見沢市 岩見沢市北盛地区 北盛地区安全活動推進委員会

2 幕別町 幕別町南町地区 みまわりたい

3 苫小牧市 苫小牧市新開明野元町地区 新開明野元町防犯パトロール隊

4 弘前市 弘前市桝形地区 桝形地区防犯ボランティア

5 つがる市 稲垣町 稲垣まもる隊

6 花巻市 南城・桜町等地区 南城地区見守りボランティア

7 北上市 上野町・常盤台等地区 黒沢尻北地区交流センター

8 丸森町 丸森町金山地区 金山地区防犯協会

9 登米市 登米市豊里地区 豊里地域安全安心防犯パトロール

10 美郷町 仙北郡美郷町畑屋地区 千畑南小学校地域安全みまもり隊

11 北秋田市 北秋田市栄地区
あけぼの町「子どもと高齢者の安全を守る
会」

12 舟形町 舟形地区 舟形町ＰＴＡ連絡協議会見守り隊

13 鶴岡市 大山地区 鶴岡市大山防犯組合

14 白河市 白河市白坂地区 白河市防犯協会白坂支部

15 南相馬市 南相馬市原町区二見町一区 愛の小鳩会

16 港区 六本木３丁目～７丁目地区 六本木安全安心パトロール隊

17 杉並区 高円寺北２丁目～３丁目地区 高円寺庚申安全パトロール隊

18 土浦市 土浦市中高津１丁目～３丁目 中高津自警団

19 神栖市 神栖市須田、若松中央地区 須田っ子を守る会

20 足利市 足利市地域安全防犯推進協議会三重地区
足利市地域安全防犯推進協議会三重支
部

21 栃木市 皆川地区 皆川地域安全パトロール隊

22 みどり市 笠懸町第２区 笠懸町第２区　安全安心推進委員会

23 高崎市 高崎東地区 東地区地域安全自主パトロール

24 毛呂山町 毛呂山町地区 防犯ボランティア　「ゆず」

25 八潮市 八潮市八條地区 入谷町会防犯パトロール隊

26 さいたま市岩槻区
さいたま市岩槻区城南1丁目～3丁目、東町2

丁目､南下新井､真福寺地内
元浅間第三自治会

27 千葉市美浜区 千葉市美浜区幸町１丁目 幸町１丁目防犯パトロール隊

28 松戸市 小金小学校区 松戸市立小金小学校ＰＴＡ
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市区町村名連番 ボランティア団体の名称地区の名称都道府県名

29 横須賀市 横須賀市船越町 船越小学校学童見守り隊

30 川崎市多摩区 川崎市多摩区長尾 長尾町会

31 新発田市 佐々木地区 佐々木地区防犯連絡協議会

32 南魚沼市 天王町自治会地区 天王町防犯委員会

33 山梨県 市川三郷町 市川三郷町市川大門・印沢・高田地区
市川ＭＭＣ（Ｍｏｔｈｅｒ　Ｍｏｖｅｍｅｎｔ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ）

34 長野市 長野市　吉田小学校区 大いちょうパトロール隊

35 須坂市 豊洲地区 豊洲地区子供を守る会

36 伊豆の国市 伊豆の国市中地区 伊豆の国市中地区防犯パトロール隊

37 伊東市 伊東市　大池小学校区 大池小学校区ＰＴＡ防犯パトロール隊

38 南砺市 福光中部小学校区 福光中部小学校ふれあい隊

39 富山市 大久保地区 大久保地域の児童を守る会

40 七尾市 矢田郷地区 七尾市矢田郷地区健全パトロール隊

41 白山市 鶴来地区 あさひ小ＰＴＡ安全パトロール隊

42 あわら市 下金屋地区 名泉郷住みよい街を創る会

43 大野市 上野地区 富田校　子ども見守り隊

44 恵那市 大井町地区 大井町地域防犯パトロール隊

45 関市 田原地区 田原子ども見守りボランティア

46 揖斐郡 大野町地区
大野町２１世紀村づくり塾防犯パトロール
隊

47 清須市 下小田井地区 下小田井地区防犯協会

48 豊橋市 大清水地区 大清水校区地域安全パトロール隊

49 名張市 名張市桔梗が丘８番町地区 ８－１ＳＰ「ほっと歩きたい」

50 桑名市 桑名市大山田地区 松ノ木地区防犯パトロール・ボランティア

51 東員町 員弁郡東員町笹尾西地区 笹尾西３丁目自主防犯パトロール隊

52 彦根市 金城学区（１５自治会） 金城学区交通安全・防犯会議

53 長浜市 六荘地区（２４自治会） 六荘防犯推進委員会

54 大津市 唐崎学区（３１自治会） 大津市唐崎学区自主防犯推進協議会

55 宮津市 宮津市府中学区 府中をよくする地域会議

56 京都市下京区 植柳小学校区
植柳校児童登下校時における安全確保協
力隊

57 茨木市 春日丘地区 春日丘あんしんパトロール隊
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市区町村名連番 ボランティア団体の名称地区の名称都道府県名

58 守口市 藤田地区 藤田地区街頭犯罪抑止隊

59 尼崎市 尼崎市東難波町地区 尼崎中央防犯協会中難波防犯グループ

60 三田市 三田市三田小学校区 三田小学校区・地域安全自主見守り隊

61 桜井市 桜井東中学校区
桜井東中学校区地域安全ボランティアの
会

62 三宅町 三宅町石見 石見防犯委員会

63 和歌山県 御坊市 御坊市湯川町西富安地区 西富安地区地域安全パトロール隊

64 日野郡日野町 舟場地区 舟場自治会防災部

65 西伯郡大山町 中山地区 中山小学校安全見守り隊

66 松江市 松江市津田地区 津田地区安全パトロール隊

67 隠岐郡隠岐の島

町
隠岐の島町五箇地区 五箇子どもみまもり隊

68 岡山市 庄内小学校区 庄内学区安全・安心ネットワーク

69 倉敷市 児島地区 琴浦西小地域安全パトロール隊

70 広島市佐伯区 五日市観音西学区
五日市観音西学区防犯パトロール隊「さく
らんぼ」

71 廿日市市 廿日市市大野５区
大野五区自主防犯・防災部会「ｾｰﾌﾃｨｴﾘ
ｱ・５」

72 下関市 長成中学校区 地域見守り隊

73 下松市 平田地区 ひらた防犯情報協議会パトロール隊

74 阿波市 阿波市市場町八幡地区 八幡地区子ども見守り隊

75 徳島市 徳島市応神町地区 応神町地域安全推進会

76 美馬市 美馬市美馬町喜来地区 喜来小子どもの安全を守る会

77 丸亀市 丸亀市城北地区 城北防犯パトロール隊

78 高松市 高松市松島町及びその隣接地域 松島こども安全パトロール

79 松山市 松山市和気町、馬木町、勝岡町、太山寺町 和気っ子安全パトロール

80 松山市 松山市北梅本町、南梅本町、平井町、水泥町 小野地区安全安心街づくり委員会

81 喜多郡内子町 内子町内子地区 内子小学校ＰＴＡ

82 四万十市 四万十市西土佐地区 タウンポリス西土佐

83 須崎市 須崎市多ノ郷地区 多ノ郷地区子ども見守り隊

84 福岡市南区 老司校区 チョボラ隊

85 北九州市小倉南

区
曽根校区 曽根校区生活　安全パトロール隊

86 佐賀郡 東与賀町地区 東与賀町よかっ子　みまわり隊
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市区町村名連番 ボランティア団体の名称地区の名称都道府県名

87 佐賀市 枝吉地区 枝吉１１０番安全サポーター会

88 佐世保市 小佐世保・祇園地区 小佐世保・祇園地区安全センター

89 長崎市 矢上団地連合自治会地区 橘地区安全パトロール隊

90 長崎市 エミネント葉山自治会地区 エミネント葉山自治会防犯団

91 八代市 郡築小学校区 郡築小学校区ＰＴＡ「みまもり隊」

92 玉名市 玉名町小学校区 高校生防犯ボランティア「ボウハンティア」

93 中津市 中津市永添 下永添子どもを守るパトロール隊

94 別府市 別府市浜脇１丁目 浜脇防犯パトロール隊

95 南郷町 南郷小学校区 南郷小学校ＰＴＡ子ども見まもり隊

96 都農町 都農南小学校区 自主防犯パトロール隊ブルーアウル

97 薩摩川内市 薩摩川内市祁答院町藺牟田地区 藺牟田地区コミュニティ協議会

98 南種子町 南種子町平山地区 平山地区安全安心推進会

99 西原町 西原町我謝、与那城、美咲、兼久、平園区 西原町子ども会

100 うるま市 うるま市具志川、田場、大田 わかば会
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【別添２】

地域安全安心ステーションのアンケート調査結果概要

１ 調査目的

モデル事業の実施等による効果を意識調査するほか、今後、防犯ボランティア団

体に対する支援の方法を検討する際の参考とすることを目的とする。

２ 調査対象

( ) モデル事業実施３３１地区で活動する防犯ボランティア団体構成員（個人）1

( ) モデル事業実施地区に居住する住民（モデル事業又は団体を認知している者）2

３ 調査期間

( ) 平成１８年１２月１５日～平成１９年１月１９日1

( ) 平成１８年１２月１４日～平成１８年１２月２２日2

４ 回収数等

( ) ５，４４８票1

( ) ６，４０５票2

５ 主な調査結果

( ) 団体活動員に対する調査結果1

① 属性等に関する調査

年齢 ６０歳代 ％、７０歳代 ％、５０歳代 ％38.0 24.5 17.5

性別 男性 ％、女性 ％76.8 22.8

職業 無職 ％、自営業 ％、会社員・公務員 ％ 等43.6 20.3 19.8

参加動機 活動団体の構成員からの勧誘 ％50.6

② 防犯ボランティア活動全般について効果があったと思われる点（複数回答）

地域の連帯が深まった 、少年の健全育成に貢献 、63.3 54.6％ ％

％犯罪の総数を減少させている 47.2
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③ 子どもの安全確保の活動を通じての効果（複数回答）

子どもから声を掛けられるようになった 、76.2％

％学校関係者と一体となった活動等、活動の輪が広がった 64.4

％ ％団体の活動への理解が深まった 、保護者の子ども見まもり活動などが活発になった48.7 48.2

④モデル事業指定による効果（複数回答）

％ ％統一の服装で活動ができるようになった 、近隣の人たちに活動が理解された66.5 58.3

％活動意欲が高まった 48.3

( ) モデル事業実施地区に居住する住民に対する調査結果2

① 属性に関する調査

年齢 ３０歳代 ％、４０歳代 ％、２０歳代 ％38.4 25.3 18.5

性別 男性 ％、女性 ％48.9 51.0

② 防犯ボランティア活動参加意欲

機会があれば参加したい 、是非とも参加したい 等48.6 1.6％ ％

③ 防犯ボランティア活動に対する印象（複数回答）

％ ％まちの治安確保に貢献している 、地道な活動66.7 59.5
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